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文責：校長・楠 美  富 栄 

今日を大切に、昨日の自分より一歩前へ ～２学期のスタートにあたって～ 

27 日間の夏休みを終え、２学期が始まりました。夏休み中には、吹奏楽部が県大会で心を一つにした素

晴らしい演奏を披露したほか、陸上や駅伝の練習に励む生徒、東北中学校バドミントン大会で活躍した生

徒、英語暗唱大会や弁論大会に向けて練習に取り組んだ生徒、「湯本っこ塾」で小学生の学習を支援する生

徒など、様々な場面で頑張る姿が見られました。それぞれが自分の目標に向かって努力したことや、家族や

地域のために行動したことは、これからの成長につながる大切な経験になったことと思います。 

始業式では、この夏休みに国内で相次いだ大きな災害に触れました。地震や大雨によって、それまでの

日常が突然変わり、今なお被災による困難を抱えている方々がたくさんいます。家族と話ができること、友

達と笑い合えること、教室で一緒に学べること。私たちが普段何気なく過ごしている一日は、決して当たり

前ではなく、かけがえのないものです。だからこそ、私たちは毎日を大切に生活していくことが大事です。 

 ２学期の登校日は83 日です。地区陸上大会、駅伝大会、新人大会、秋桜祭、生徒会役員選挙など、多

くの行事が予定されています。また、３年生は進路決定に向けて、２年生は学校の中心を担う学年として、

１年生は中学校生活でさらに自信を深める時期として、それぞれ大切な学期を迎えます。始業式では、生徒

たちに「やってみたいと思ったことがあれば、ぜひ挑戦してほしい」と伝えました。思いどおりにならない

ことがあっても、そこから「なぜだろう」「次はこうしてみよう」と考え、次の行動につなげることが成長

につながります。何気ない毎日を大切にしながら、様々なことに挑戦し、一つ一つの経験を自分自身の成長

へとつなげる２学期となることを願っています。 

 

心を一つに響かせた音色 
― 県吹奏楽コンクールで銀賞 ― 

７月31 日（金）、北上市文化交流センター さくらホール

feat.ツガワを会場に、「第64 回岩手県吹奏楽コンクール」が

開催され、本校吹奏楽部が中学生小編成の部に出場し、銀賞

を受賞しました。 

 生徒たちは、これまで仲間とともに練習を積み重ね、一つ

一つの音を大切にしながら演奏を磨いてきました。本番で

は、県大会という大きな舞台にも臆することなく、心を一つ

にして、これまでの練習の成果を堂々と披露しました。仲間

と支え合いながら一つの音楽をつくり上げ、県大会の舞台で演奏した経験は、生徒たちにとって大きな自信

となり、今後のさらなる成長につながる貴重な経験となりました。当日は、楽器の運搬をはじめ、多くの保

護者の皆様にご協力いただきました。温かいご支援とご声援に、心より感謝申し上げます。 

 

平和への願いを千羽鶴に託して 
― 花巻市戦没者追悼・平和祈念式 ― 

８月10 日（月）、なはんプラザCOMZ ホールで「令和８年度花巻市戦

没者追悼・平和祈念式」が開催され、本校から代表生徒４名が出席しまし

た。この式典は、花巻空襲があった８月10 日に、戦争の犠牲となられた

方々を追悼するとともに、平和への誓いを新たにするため、毎年開催されているものです。当日は、市内の

中学校・高校の生徒も参列し、戦没者や花巻空襲による犠牲者の冥福と世界の恒久平和を祈りました。 

本校からは、全校生徒が平和への願いを込めて折った千羽鶴を代表生徒が奉呈し、献花を行いました。

戦争を直接体験した世代が少なくなる中、その記憶を受け継ぎ、平和の尊さについて考え続けることが大切

です。全校生徒の思いを代表生徒４名が式典で届けたことは、平和への思いを学校全体でつなぐ機会となり

ました。 

【参加生徒紹介】（３年）佐々木さん・上田さん・菊池さん・藤根さん 



★地域とつながるボランティア活動  
― 人とのふれあいから学ぶ ― 

１学期末から夏休みにかけて、本校生徒が地域でのボランティア活動

に参加し、地域の方々や小学生とのふれあいを通して、学校生活とはま

た違った貴重な経験をしました。 

 ７月22 日（水）には、３年生９名が「一日こども民生委員」に参加

しました。委嘱状の交付を受けた後、町内３か所に分かれ、民生委員の

方々とともに高齢者のお宅を訪問し、交流しました。実際に高齢者の

方々と直接ふれあうことで、地域の方々を見守り、支える民生委員の役

割や、人と人とのつながりの大切さについて理解を深める機会となりま

した。 

 また、７月30 日（木）、31 日（金）に行われた「湯本っこ塾」に

は、７名の生徒がボランティアとして参加しました。湯本小学校の児童

に勉強を教え、分からないところを一緒に考えたり、相手に伝わるよう

に工夫して説明したりしながら、小学生の学習を支援しました。小学生

に優しく声をかけながら熱心に関わる姿が見られ、教えることの難しさ

や楽しさを感じるとともに、中学生自身にとっても学びの多い活動とな

りました。 

 こうしたボランティア活動は、地域の一員として自分にできることを

考え、誰かのために行動することの大切さを学ぶ機会でもあります。地

域の方々とのつながりの中で得た経験を、これからの学校生活や自分自

身の成長にも生かしてほしいと思います。生徒たちにこのような貴重な

機会を設けていただいた地域の皆様、関係者の皆様に、心より感謝申し

上げます。 

 

【一日こども民生委員・参加生徒紹介】 

  （３年）居舘さん・伊藤さん・伊藤さん・佐々木さん・佐々木さん 

高橋さん・髙橋さん・長澤さん・西村さん 

【湯本っこ塾・参加生徒紹介】 

  （１年）居舘さん・髙橋さん・高橋さん （２年）小山田さん ・ 川村さん 

（３年）居舘さん・富永さん 

 

★東北大会で堂々の第３位！― 東北中学校バドミントン大会 ― 

 ８月７日（金）から９日（日）まで、山形市総合スポーツセン

ターを会場に、令和８年度東北中学校体育大会「第47 回東北中

学校バドミントン大会」が開催され、本校生徒が地域クラブ「フ

ラワーWing」の一員として出場しました。 

 女子団体戦では、１回戦で堀越JBC（青森県）に２－０、２

回戦で大曲中（秋田県）に２－１で勝利。準決勝では、ふたば未

来学園中（福島県）に０－２で敗れました。その後の全国大会代

表決定戦では、青森山田中（青森県）と対戦し、１－２と惜しく 

も敗れましたが、東北大会第３位（ベスト４）という素晴らしい成績を収めました。また、女子ダブルスで

は1 年・戸田さんのペアが出場し、１回戦で聖ウルスラ学院英智中（宮城県）のペアと対戦しました。結

果は０－２で惜しくも敗退となりましたが、東北各県の代表が集う舞台で力を尽くしました。 

 東北大会という大きな舞台で、チームの仲間とともに勝利を重ね、全国大会出場をかけた試合まで戦った

経験は、大きな自信につながるものと思います。東北大会第３位、おめでとうございます。今後のさらなる

活躍を期待しています。 

県中総体結果及び東北・全国大会出場報告会 
（小原市長・佐藤教育長と記念撮影） 


